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1 はじめに
中国（台湾を除く）の全土が解放されてから，早くも20年目を迎えようとしているが，この間
に，現代中国語は，その語彙の面で大きな変化を起している。そのひとつは，現代書面語の発
展であり，もうひとつは，語彙そのものの変化である。解放後のわずか20年足らずのうちに，
中国語の語彙は，われわれにまで注意をはらわせるほど，顕著な変化を起しているのであるが，
われわれはこの言語現象を目の前にして，これをどのように受け止めるべきであるのか？ こ
の言語現象は，一体なにに由来するものであるのか？ そして，それはいま，われわれの母国
語のなかの漢語語彙と，どのような対照関係に立つのであろうか？ というような疑問が，わ
れわれの間に起こってくるのである。
日本語は，中国語と語族関係もちがい，したがってまた，その言語体系をも異にしているこ
とはいうまでもない（また中国解放後の文字改革によって簡体字が正字となっており，それは日本の当用
漢字と字体を異にするものが多いが，ここでは字体問題をとりあげない）。 だが，われわれの先人が，
中国文化を吸収する過程で漢字を輸入し，これを完全に咀噌して自己のものとし，漢字を活用
して日本語彙を豊富にすることができた。殊に幕末から明治維新後の20~30年間に，西欧文化
を吸収し，それとともに，おびただしい量にのぼる漢字による欧文訳語をつくり出したのであ
る。これらの欧文訳語は，われわれの考察によれば，一部分中国でつくられた漢訳語を借用し
たほかは，大量の新造訳語で占められている。しかも，これらの新造訳語は，それが中国古典
語彙から借用してきた熟字ならまだしも，純粋の日本語的発想から生れた訳語までもが中国に
伝わり，それが知識階層に普及され，定着していった。そして，これらの日本語彙は，五四運
動以後の中国革命の発展と深化につれて，漸次，人民大衆の言語生活にも浸透し，かれらの思
惟活動の範囲をひろげ，かれらの思想発展，文化の向上に大きな影響を与えるのである。幕末
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から明治中期にかけて，日巾両国間に交流し合った欧文訳語は，それ以来今日まで、日中同
文ヽの語棠として，その名目を保‘らつづけているのである。しかし，これらの、同文、語槃は，
現在もなお，日中両国人民の思惟交流の場において，完全にそのすべてが，共通の橋渡しをし
ているのか，と閻われるならば，われわれは「否」と答えざるを得ないのである。
例えば，ここに「毛沢東語録の語彙」① についての綿密な調査報告がある。この語槃調査の
資料として使用された『語録』は『毛沢東語録テキスト版』であって，そのなかに収めされて
いる『語録』の分量は，原本『毛主席語録」の約4割に当るものであるが，このなかに使用さ
れている延実語数は 11,837語であり，実語数は2,102諮である，と報告されている。
いま試みに，このなかから，われわれがいうところのヽ同文、音吾槃② を捜し求めてみると，
総語数 1,082語に達し，このうち単音節詞は 213語，多音節詞は 869語となる。 してみると
『毛沢東語録テキスト版』に使用されているヽ日中同文ヽの熟字語棠だけでも 42.3劣を占めて
いるのである。このなかで，例えば「立場」「場合」「相互」などは日中同文同義の語彙である
が「一定」「進行」「東西」「一点」「検討」「信心」 1_約束」「趣味」などは，日本語の意味とは
全然巽った意味に使われているし，「学会」「説得」などは，中国語では動補構造の語彙であっ
て，日本語の意味とは全くちがっている。また「表現」「道路」「経過」「聯系」「了解」「反面」
「反映」「覚悟」なども，日本語と同様の意味をふまえながらも，すでにそのニュアンスを異に
しているか，場合によっては意味内容もちがっているのである。このように中国の現代書面語
は，その発展とともに意味内容をも変えつつあるのが現状である。
だが，われわれは，ただヽ同文、という字面だけを見て，感覚的な親しみをよりどころとし
て，現代中国語の書面語彙を理解してはいないだろうか？ いいかえれば， 日中、同文、の語
槃のすべてが，今日の日本語彙と全く同じ意味である，という先入観だけにとらわれて，現在
の中国語を理解してはいないだろうか？ もしそうだとすれば，解放後の今日の中国で， 、同
文ヽの中国語彙によって表達されいる中国人民の思想感情を，的確に把握しているといえるだ
ろうか？
われわれは汀司文、という， 日中共通の漢字・熟字に幻惑されていて，その語音を通して起
る中国人民の現実生活での思惟活動までが，全くわれわれ日本人の思惟活動と共通である，と
いった錯覚に陥入ってはいないだろうか？ またヽ同文、であるが故に，言語は社会の発展と
ともに発展するものであり，その発展・変化を最も短期間に現わすのが語彙① である，という
言語発展の歴史事実と言語のなかに占める語彙の特質について，われわれはこれを，等閑視し
てはいないだろうか？ われわれは， ともすれば，日中勺司文、という過去の両国文化交流関
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係の一側面を強調する余り，同文語彙を観念的にとらえているだけであって， 、同文、の中国
語彙が，今日の中国人民の言語生活のなかで，どのように発展的に活用され，活きつづけてい
るのか，ということについても閑却しがちである。いわば，同文語彙というヽ林、を見て，同
文異義の芍応を見ない落し穴に安住しているのではないだろうか？
われわれは勺司文、というフィルターを通して，日本語彙と中国語彙との比較をしてみると，
双方に存在する意味のちがいを認識することによって，以上のような疑問を強く感じるように
なった。そして，これらの疑問がわれわれに語学的な立場からする自己内省を要求し，われわ
れに，この課題と取り組む意慾をそそることになったのである。
2 研究対象
では，われわれは，この研究をすすめるに当って，どのような方法で，なにを対象として追
究していこうとしているのか？ まずわれわれは，われわれの研究対象を明らかにしておくこ
とが必要であろう。
前項で述べたように，現代中国語彙に現われている顕著な言語現象は， (1)書面語の発展， (2)
語彙の変化ーーとくに意味内容の変化ーーということである。であるから，われわれの研究対
象は，当然この言語現象の由来とその過程に求めるのが当然であろう。そこで，われわれが注
目している第一の点は，中国現代書面語の発展という言語現象である。したがって書面語の発
展過程のなかに，その研究対象を求めねばならない。しかも，われわれはヽ日中同文、という
枠のなかで，その言語現象をとらえつつ，その対象を求めていかねばならないであろう。
われわれは，まずその初期における日中両国の欧文訳語交流の場に照明を当てて，そこに対
象を求めようとするのである。われわれは，中国の現代書面語が，社会の発展にともなって発
展し，政治・社会体制の変革および意識形態の変化にともなって，その意味内容を変えてきた
事実を見逃がすことはできないし，またその発見に努めることが，われわれに与えられた課題
のひとつでもある。だが，そうした語彙の変遷過程を明らかにするためにも， 、同文、語彙交
流の初期にまで澗って，研究対象を求めるのが妥当であると思うのである。なぜなら，今日，
日中勺司文、語彙の間には，意味が異っていたり，そうでなくとも，その語彙がもつニュアン
スに，ちがいが生じているが，それにもかかわらず，欧文訳語が交流し合った当初においては
日中共通の意味をもつものであった，と考えられるからである。
アヘン戦争以後の清末期に，異民族に支配されていた漢民族の愛国者たち，とりわけ知識分
子が，西欧文化の吸収こそ，国家富強の急務であることを自覚して起ち上がったのは，戊戌変
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法 (1898年）前④からのことである。 当時日本は，明治維新以後，いち早く西欧の文化文明を
吸収し，日進月歩の勢いで，資本主義体制への移行を急いでいるころであった。したがって，
言語の上では，おびただしい量にのぼる漢字による欧文訳語をつくり出し，日本語彙を飛躍的
に豊富にし，発展させている時期でもあった。中国では，そのころ厳復に代表されるように，
欧文からの直接訳諾が大量につくられていたが，同時にまた，日本語からの翻訳を通じて，間
接的に西欧文化の吸収を図る頻向も風靡していた。このため，日本でつくられた欧文訳語が，
大量に中国へ紹介されていったのであるが，その代表的な人物は，日本で雑誌を発行した梁啓
超Rであり，また1896年以来の中国留日学生であった。
もっとも，中国ではそれ以前からも，西欧文明を吸収して，国力の富強を図ろうとする機運
が高まっており，欧文の翻訳事業が，逐次盛んになっていたことは事実である。 1862年に設立
された北京同文館， 1870年に設立された上海江南製造局付設翻訳館などは，その代表的な機関
であり，後者だけでも 1907年までに， 170余種の訳書を出版したのであった。R しかもその翻
訳範囲も政治、軍事、法律、天文、地理、理化、数学、工芸、農業、商業、生理等に及ぶもの
であった。これらの翻訳書は，明治初期の欧文訳語にたいし，ある程腹の影態を与えたことは，
否定できないであろう。① しかし，当時の中国での訳語は，一般にいって的確さを欠いでいた
上に，不統一であったため，中国での普及度からいえば，日本訳語のガが逝かにそれを凌偲し
ていったのである。⑥ また厳復は，英文原書から直接漠訳した代表人物の一人であるが，「信，
達，雅」を翻訳の真髄として「ー名之立，旬月脚覇」Rといった凝り性でもあった。 そのため
か，難解な訳語が多く，その多くは普及，定着するには至らなかった。だが戊戌 (1898年）から
辛亥 (1911年）に至る時期は，中国でつくられた欧文訳語と梁啓超らが『清議報』⑩『新民叢報』⑪
等を通じて紹介した日本訳語とが混用されていた時期であり，中国学術界では，学術用語混乱
の最もひどい時期であった。
このことは，中国の清末における政治上，社会上の混乱を反映したものである，といえるで
あろうが，やがて辛亥革命が成功し， 1919年には五四運動が起こった。五四運動は，文化の面
で封建文化に反対し，新文化建設の第一歩を踏み出した劃期的な革爺運動であり，そのころか
ら，文語文に代る白話文を媒介母体として「民主」と「科学」が大いに鼓吹されていった。そ
して，五四運動が，言語の面で，外来語を含む現代書面語を口語化の方向に発展させ，それを
知識階層に定着させていったことを，われわれは同運動の成果のひとつとして評価しなければ
ならない。と同時に，日中勺司文、という観点からみれば，魯迅をはじめ数多くの留日学生出
身者が『新青年』＠等の出版物を通じて， 日本の欧文訳語を中国の知識青年層に普及し，定着
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させていった功績を，われわれは見落すことができないのである。
だが，五四文化運動の中心的任務を担っていたのは，進歩的知識分子であった。労農大衆
は，まだこの運動に直接参加していなかったのである。したがって，同運動によって急速に発
展した中国の現代書面語も，まだ労農大衆の言語生活のなかには入って来なかった。当時，現
代書面語．とくに学術用語は，いわゆる、文化語、と呼ばれ，労農大衆にとっては縁の遠い存
在であり，知識階級の言語生活に奉仕するだけにとどまっていた，といえるのである。五四文
化運動は．二千年来支配的な地位を守りつづけ，すでに大衆の言語と離れてしまった文語文を
打側することができた。そして，それに代って，宋元以来の小説・戯曲にみる白話文を高く評
価し．これに新しい生命力を注入して現代白話文の基礎をつくるとともに，白話文学の大衆へ
の接近を図るため， 『平民文学』⑬というスローガンさえ提起されたことがある。だが，当時
のいわゆる『平民』とは， 「実際には， やはり都市の小ブルジョア階級とプルジョア階級の知
識分子，つまりいわゆる市民階級の知識分子に限られていた展のであって，労農大衆は，まだ
『平民』の範疇にさえ入れられていなかったのである。
では，学術用語を含む現代書面語が，白話文を通じて中国の労働者・農民と直接接触し，か
れらの思惟活動の上に影蓉を与えはじめたのは，いつごろからであろうか？ 例えば五四時期
の四大副刊一『北京晨報』副刊，『京報』副刊，『時事報』の副刊『学灯』，『民国日報』の副
刊『覚悟』ーー等は，いずれも白話文体を採用し，白話運動の推進に貢献している⑲ ので，都
市労働者を含む一般大衆が，現代書面語に接触していたことは否めない。また知識層のみなら
ず，広汎なプロレタリアタリア階級が参加して，はじめて全国的な革命運動になったのが六・
三運動⑯であるが，われわれが注意したいのは，中国の革命的知識分子が労農大衆と結びつき，
その思想交流を通じて労農大衆の思想を発展させ，かれらの文化水準を高めたであろう過程で
あって，それと中国現代書面語の発展過程とを結びつけて，追究していこうとするのが，われ
われの狙いである。
そこで，われわれは．この時期を (1)1921年から37年の抗日戦争勃発まで， (2)37年から49年
の全国解放までの前後二期に分けて，現代書面語の人民大衆への普及，浸透，定着状態を調べ
てみようと思うのである。
われわれは，この前期における代表的な刊行物として『饗導週報』⑰ を対象としなければな
らないし，また可能な範囲において，中華ソヴェト地区で発行された『白話報』⑱をも必要と
する。後期に当る抗日戦争勃発後は．延安発行の『解放日報』⑲ 等の刊行物が，語彙蒐集の素
材源として欠かせないものである。われわれは．これらの刊行物のなかに，現代書面語発展の
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跡を捜し求めようとしているのは，五四以来から今日につながる現代書面語の発展過程と，大
衆言語の発展とを密着させながら，それを，現代中国革命の発展段階の時間と空間に求めてい
こうとするからに外ならない。厳密にいって，五四運動以後，知識分子がプロレタリア階級と，
密接な結びつきを示したのは，六・三運動にはじまるのであるが，現代書面語が，その初期に
おける知識階層の専用語から，労農大衆の言語生活にも奉仕するまでに普及していく過程を明
らかにし，そしてこの作業の正確さを期するならば，現代中国が歩んだ革命の歴史を，段階的
に見ていくことを没却してはならない。むしろそれこそが、実事求是、の作業態度であると考
えられるのである。
中国の現代書面語は五四以後の白話運動・国語運動から今日の「推広普通話」＠運動へと発
展してきた流れのなかで，労農大衆の言語生活を豊かにし，かれらの思想・文化水準を高めて
きたのである。この流れをみると，書面語は1921年の中国共産党の成立から，五・三〇運動，
北伐戦争を経て次第に大衆との接触面をひろげていく。そして中華ゾヴェト区が，南方諸地域
に創設されたころから「農村革命の高まりと文化革命の深まり」とともに，一層広く深く，大
衆の言語生活に浸透していくのである。⑪ それがさらに拡大されていくのは，抗日民族統一戦
線結成以来のことであり，抗日戦争の時期に，旧解放区では，中共の文教政策ともあいまって，
著しい成績をあげるのである。＠八年の抗戦は，労農大衆に民族意識を植えつけ，労農大衆が
直接政治に参加する新しい道を切り開いた。この新しい道は，第三次国内戦争を経て，全国が
解放されるに及んで，社会主義建設への道へと発展するのであるが，抗戦から解放に至る間，
労農大衆の政治意識・社会意識が次第に高まり，それにつれて，大衆言語は硯代書面語を大量・
に吸収し，大きな変化を起こすことになる。
われわれはこの言語現象を「文化の下放」がもたらした「書面語の下放」である，と見傲し
てきたのである良中国共産党の成立から解放までの28年間に起こった労農大衆の言語面での
変化と発展を考えると，それは，内戦・抗戦また内戦という長期の戦争によって，国内人民の
移動交流がもたらした自然発生的な言語現象である，とする一面もあろう艮だが文学芸術は
「基本的には労働者・農民・兵士のためのものである以上，いわゆる普及というものも，それ
は労働者・農民・ 兵士への普及であり，いわゆる向上というものも，それは労働者・農民・兵
士からの向上である」R とする中共の文学・芸術政策が実践された結果であり，それは頭脳労
働と肉体労働の一体化を指向してきた中共の人間改造，社会変革の過程に現れた成果である，
と見倣すべきだと考えられるのである。
このように考えてくると，この期間を通じて，中国人民に救国富強の指針を示し，これを指
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導してきたのが中国共産党であり，その指導理念を創造し体系づけてきたのは，毛沢東思想で
ある。とすれば，毛沢東著作に盛られている言語は，中国人民の思想を発展させる上で，偉大
な影器を与えてきたばかりでなく，その語彙，とくに現代沓面語は，それを人民大衆の言語生
活に普及し，浸透させ，定着させていく上でも，実に大きな影蓉を与えているとみなければな
らない。毛沢東の汀言語、こそ，今日の中国現代書面語を発展させ，またそれを労働者・農民
・兵士に普及・浸透・定着させていく上で，主動的中心的な役割を果したものであり，またげ
んに果しつつある9 ことを認めざるを得ないのである。 したがって，われわれは，中国現代
書面語の発展過程を追究していくためにも，毛沢東の著作に現れたヽ言語、を，われわれの作
業対象として重宝しなければならないのである。
以上，われわれは中国における現代書面語の発展過程を追究する対象として，梁啓超の『清
議報』『新民叢報』から毛沢東著作に至る代表的な刊行物をあげて，研究対象の概略を述べた
のであるが，さらに第二の語彙そのものの変化についても，考えねばならない。
現代書面語の意義内容の変化が顕著に現れるのは解放後のことであり，われわれはこの時期
を1949年から69年までの20年間に設定する。
この間の語陳の変化現象を要約すると，つぎのようになる。
(1) 解放後の不断の革命運動のなかから生み出された新語と技術革新の過程に生れた新語。
(2) 旧語彙が原来もっていた意味から，新社会の事物を表現するために全く新しい別の意
味に変化したもの。
(3) 旧語彙が，新社会の要求に適応するために，その意味内容を少しづつ変えているもの。
(4) 新社会にはすでに存在しなくなった事物を現わしていた1日語彙の消滅。
中国語の語彙は，解放後このような変化をみせているのであるが， これは中国の新社会が，
急速度に新陳代謝を起こしていることを反映したものであり，言語は社会の要求にもとづいて，
社会の変動と発展を速やかに反映するものである，という言語がもつ変化性の一面を現わして
いるものだ，といえる。
現代中国語にみられるこのような言語現象は，すでに周知の事実であって，われわれが今日，
北京から発行される刊行物を読み，北京放送を聴取するとき，多少でも注意をはらうならば，
解放前の中国語と解放後の中国語との間に，とくにその語彙において，変化が起こっているこ
とを見出すことは，さほど困難を感じないのである。
言語は社会の発展とともに発展するものであり，またその語彙は，社会に起こる各種の変化
にたいし，最も敏腺に反映を示すものである＠といわれている。その社会が「吐古納新」9 た
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えず老廃物をはき出し，新しい養分を吸収している社会であるとすれば，その社会に発生する
各種の変化は，いち早く語彙を通じて顕現されるはずである。中国社会では，解放後の20年間
に，中国史上曽てなかった変革が行なわれている。社会主義を建設するために必要なあらゆる
措置が，毛沢東思想を指導原理として，強力に，かつ不断に推進されているのである。中国社
会は，この20年間に，解放前の旧社会とは全く異質の社会に変革されつつある。ことに今次文
化大革命を経て，それが一層促進され，打ち固防られていくものと思われる。旧社会から新社
会への変革と社会主義建設の過程に発生する各種の変化は，言語の変化発展を促す外的要因に
すぎないけれども，これに刺激されて起こった新語の創造，旧語彙の引申，変化，死語廃語の
発生等は，旧来からの中国語彙群にとっては，非常な変化であるといわねばならない。
このことは，実際に巾国を訪問し，現地の人びとと対話を交わし，また中国語学研究につい
ての経験交流を体験したものであれば，誰しも今日の中国語彙の変化に驚くはずである。わた
しは1934年から現地で中国語を学習し， 46年帰国するまでに，ある時期は労働者と職場をとも
し，ある時期は学生と生活をともにしたことがある。また農民・知識階層の人びととも接する
機会を得た。そのためか，解放後，中国の新聞雑誌等を読み進むにつれて，従来の中国語彙に
かなりの新陳代謝が行なわれていることを発見することができた。そしてこの言語現象に関心
をもつことから，中国の新語にたいする関心が生まれ，一般大衆の言語の変化ということに興
味を持ちつづけてきたのである。＠それでも， 20年振りの66年に，北京を訪れた際，＠直接中国
語彙の変化に触れることができた。今日の北京で活きていることばに接するたびに，わたしは
解放前の大衆のことばを想い起こしては比較してみたのであるが，同じ中国語でありながらも，
その思惟表達の場において，とくにことばの流れのなかに，解放前とはすでに反りの合わない
異質のものを感じ取ることができた。そして，それは解放前と解放後との社会体制のちがいに
よるものであり，人びとの思想改造が，語彙の上に反映している結果であることをも確かめる
ことができたのである裏言語は社会の所産であり，社会の発展にともなって発展する，とい
うことを，実感として受け止めることができたのは，実はその時からであった。
解放前と解放後における巾国語彙の変化は，単に20-30年を隔てた時点の相異によって起こ
った言語現象であるとして，片付けられるものではない。社会というものは，一日として同じ
時点に停滞しているものではない，とするなら， 20~30年前の語彙が，すべてそのまま釘付け
にされているわけはない。だが，言語の発展を促すものは，社会そのものである， という観点
からみれば，その社会が停滞的であるか，躍進的であるかによって，言語の発展速度にも，自
ら緩急の差が生じることになるはずである。日本の欧文訳語は，幕末から明治中期ごろまでに，
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概ね今日の基礎をつくり上げ，従来からの日本語彙に新鮮さを加え，日本語彙を飛躍的に発展
させることができた。これは明治維新による日本社会の変革とその後の躍進が，その外的要因
であったことは否定できない。とすれば，今日の中国は「毛主席の最近指示，プロレタリア司
令部の号令が，今日ほど速かに億万大衆のなかに伝わり，かれらを自覚的な行動に変えている
ことは，曽てなかったことである」Rといわれ， 中国には「いまや労働者・農民・兵士がマル
クス・レーニン主義，毛沢東思想を，しっかりと身につけた新しい時代が出現しつつある」Rと
いわれている。このような社会が，どうして語槃の発展を促進しないはずがあろうか？ どう
して従来の語彙に変化をもたらさないはずがあろうか？ と考えられるのである。
われわれが，こうした中国における言語現象に注意をはらうならば，今日の中国語彙，とく
に日中同文の現代書面語棠のなかに，もはや日本語彙とは全く異った意味に変化しているもの，
少くともその語彙のニュアンスにちがいが生じているもののあることを，気づかずにはいられ
ない。われわれが，われわれの課題を究明していく作業対象として，解放後における語彙の変
化現象を取りあげたのは，上述のような今日の中国語彙の変化を，解放前の中国語彙との対比，
とりわけ河司文、訳語との対比において，明らかにしてみようと考えたからである。
以上，われわれは日中同文訳語の交流と，その後現在に至るまでの中国における定着状態，
および中国社会の変革に適応していく語彙の意義変化等を究明するため，それに必要と思われ
る作業対象について，その概要を述べた。以下，この作業をどのようにすすめていくのか，そ
の方法を具体的に述べてみようと思うのである。
3方 法
研究方法は，前項で述べた研究対象との連関性を保持しながら行なわれなければならない。
したがって，われわれは，これを大別して次の二項に分けて研究をすすめることになる。すな
わち， (1)日中同文訳語交流の実態， (2)日中同文訳語の意味の変遷（語梁の意味の変遷については
中国語築を主たる対象とする）の二項である。
(1) 日中同文訳語交流の実態
ここに抽出される語槃は，中国では消末の，日本では幕末から明治30年代にかけての欧文訳
語であるが，それは主として意訳語であり，今日もなおヽ日中同文、として通じ合っている熟
字語彙に限定される。この場合，抽出された語彙が，今日の中国語彙群のなかに、同文ヽとし
て存在しているか否かを確かめるために『漢語併音詞彙』（改訂稿）＠をその底本とする。
こうして抽出された語彙は，その出所・年代・原語・例文を伴なってくる。そして素材源の
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ちがいによって，同一訳語にも出所・年代のちがいが生じ，語訳創造の時点を明らかにするこ
とができるが，これにはその訳語と幕末・明治初期に出版された英和辞典および清末の英漢辞
典とを対照することが必要となる。以上の作業によって，ある同文訳語が創造された時点と場
所について，およその見当乃至は的確かな判断をつけることが可能となるであろう。とすれば，
その訳語が日本で創造されて中国へ渡ったものか，または中国で創造されて日本へ渡来したも
のかの判断がつき，同時に日中両国間における訳語交流の追跡も可能となるであろう。
以上の作業は，同文訳語交流の実態を調査する基礎的作業であるが，さらにその充実を図る
ために，各訳語について，次の三方面から検討される。
〔A〕 中国古典語彙の引用
ここで検討される訳語は，上述の作業から日本での欧文訳語であるものと判断されたもの
が，主としてその対象となる。この語彙の出典例文を点検するためには，中国古典書籍から随
時独自に抽出した同文語槃を，その資料とするが，併せて既刊の漢和辞典，浬漢辞典および古
典語彙索引等をも参照する。例えば
"deduction" 「演繹」：朱煮『中庸章句序』：「更互演繹、作為此書」 また『宜和書譜』：
「講求其説、演繹頗多」 （以上『諸橋大漢和辞典』より）
とあり，いずれも「意義をのべて明らかにする」意味であるが，日本の訳語「演繹」は，現在
中国語彙としても "deduction"の意味に使われており，同文同義語である。 なお厳復は，
"deduction"にたいし「外描」という訳語を創造したが，中国語槃として定着するに至らなか
った。
"economics"「経済学」：「経済」の古義は「経批済民」「経1仕済俗」の意味であり，『宋史・
王安石博論J: 「以文章節行高一世、而尤以道徳経済為己任」などの例文があり， 元・李士膀
の時政を論じた『経済文集』がある。 日本では "economics"の訳語として「理財学」「生計
学」「経済学」をあてていた。中国でも厳復はこれを「計学」と訳し，梁啓超は当初「平準学」
を使用し， 『新民叢報』では井上辰九郎の「生計学」を使用するなど，術語の混乱状態がみら
れる。 『新民叢報』第 1号によると「経済学」の術語について：「日本人訳為経済学、実属不
安」と述べており，また同誌第3号では「食貨二宇，頗眩此学之材料」といい，あるいは「管子
有軽重篇、凡十八篇、皆言所謂経済学之理法者也。必求諸古名、則條重二宇最適。」と述べて
いる。この例文に依据する限り，明治30年ごろには，日本では「経済学」という訳語が，すで
に定着しはじめていたのであるが，中国では当時まだ定訳がなく，いろいろの訳語が考えられ
ていたことがうかがえる。現在の中国語彙では「経済学」に統一されている。
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(B〕 中国訳語の借用
中国で欧文訳語が流布されるのは，古くは明代にはじまる。マテオ・リッチなど宣教師の渡
来後のことであり，漢訳『新旧約全書』や明末の『名理探』は，その代表的な漢訳書，漢訳語
集であるが， 幕府は寛永7年 (1630)から耶蘇教洋書の輸入を禁止しているので， これらの漢
籍が直接江戸時代に舶来されたとは考えられない。そこで，われわれは主として清末における
厳復の欧文訳語や同文館，翻訳館等の翻訳書を素材源として，明治初期の欧文訳語と対照して
みようと思うのである。（例文は註⑦参照）
〔C〕 日本の新造訳語
新造訳語には，中国古典語彙を引用しないで， (1)日本従来からの語彙を引用したもの，ある
いはそれを活用したもの， 例えば「身分」「浪人」「取締」「但書」など， (2)独自の発想から新
たにつくられたもの，例えば「場合」「場面」「立場」「手続」「作物」などが含まれる。
(2) 中日同文訳語の変化
すでに述べたように，解放後の中国における語彙の変化現象は，これを四種類に分類するこ
とができるが，われわれが作業対象とするのは，そのうちの二種類である。すなわち第ーは，
訳語の原来もっていた意味が，今日では全く新しい別の意味に変っているもの，第二は，原来
の意味をふまえながらも，新社会の要求に適応するために，少しづつその意味する内容がちが
ってきているものである。
このことは，日中同文訳語が交流し合った時点では，全くの同文同義であったものとする前
提に立っていることを明らかにしておかねばならない。その観点から今日の日中同文訳語を見
た場合，日本語彙と中国語彙との間に，以上のような二種類のちがいが生じているということ
である。
例えば第一の場合だと "obiect"の訳語である「対象」という語彙は，『辞海』：「精神作用
之目的所在、或観念及思維之内容也」とあり，日本語槃と全く同文同義である。しかし，今日
の中国語彙としては，学術用語では依然として同文同義語であるが，一般社会では「就是我対
象，也不我備這様的」（『月上柳梢頭』）のように，「結婚の相手」「恋愛の相手」という意味に変
っており， 『農民詞典』には「男女恋愛，尋求愛人也叫摘対象」と新しい語釈がつくようにな
っている。
第二の場合，例えば "mobilize"の訳語「動員」では，『辞海』「漠語詞典』『諸橋大辞典』は，
軍用語としての語釈にとどまる。 『農民詞典』は，このほかに「布置一項任務時、対群衆進行
宣伝鼓動也叫動員」と意味を拡大， 『新華辞典』は，さらに「説服別人自願倣一件事」と説明
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する。しかし，現実にはさらに引申して「硯在人家誰還聴我的動員」（『永不生銹』）， 「我是動員
禰入社来了，可是動員眼動員不同」（『沿水長流J) などと使われていることである。
解放後，中国語彙はこのように意味内容の変化を起こしているのであるが，これは主として
労農大衆のことばのなかに現れるのが普通である。そして，そこに使われているこれらの語彙
は，もはやいわゆる学術用語としての性質を喪失し，完全に大衆の日常語彙となっているので
ある。しかし，これらの訳語は，原来学術用語として中国の知識階層の専用悟であって，労農
大衆の言語生活とは縁の遠い存在であった。しかもその時点では，まだ日中両国間では全くの
同文同義語であった。それが約半世紀の間に大衆の言語生活に取り入れられ，ーたん大衆の手
にわたると， かれらの社会に適応するように， その内容が変えられてゆくのである。 われわ
れは，この言語現象を追究するために，解放後の語彙内容の変化に注意することはもちろんだ
が，さらに労農大衆が，この半世紀間に現代書面語を自己の語彙とし，かれらの言語生活に活
用するに至った過程を，その源に糊ってつきとめねばならないと思っているのである。
(1968. 12. 10.) 
註
① 『竜谷大学論集』第386号別冊所収，柴垣芳太郎『毛沢東語録の語槃J。 ここに使用されている『毛沢
東語録」は， 68年4月「大安」発行になる『毛沢東語録テキスト版』であり，原本の中国人民解放軍総
政治部編印『毛主席語録』の約4割強に当る33章183節を収録したものである。
③ 日中同文の語菓を検出するには，むしろ全く中国語を知らないものの方がよいと思い，高校生2人を
わずらわし（但し簡体字は日本の常用漢字とする）， 日本語粟として理解できる範囲で，つ苓のように
検出した。
(1) 単音節詞の場合—例えば「不， 和，ー ， 要， 就， 在， 有， 個， 人・・・・・・」など計213語。
(2) 多音節詞の場合—例えば「主義，人民，革命，戦争，階級，群衆，中国，斗争，社会，自己（以
上は使用瀕度50以上のもの）近代化，科学史，外国人，危険性……」など計869語。
以上総計すると 1,082語となり，総実数の50%を越えるのであるが，本文では二音節，三音節の語彙だ
けの百分比42.3%にとどめた。
③ 斯大林著『馬克斯主義与語言学問囮』 1953年人民出版社20頁。
④ 「1989年的戊戌政変運動，就是在日本明治維新運動的影孵之下発生的。」一＿•王立達『現代漢語中従日
語借来的詞槃』，『中国語文』 1958年第68期 2月号90頁より。
「甲午戦争以後，日本明治維新的成績，影騨了中国的学術界，在中国引起了一個学習日本的高潮。」
-1959年12月商務印書館出阪，北京師範学院中文系漠語教研組編著『五四以来漠語書面語言的変遷和
発展』 77頁。
⑤ 「梁任公先生実為近来創造新文学之一人。……即其文章，亦未能尽脱帖括蹂径，然輸入日本文之旬法，
以新名詞及俗語入文，視戯曲小説与論記之文平等，……郡意論現代文学之革新，必数及梁先生。」ー一鉗i
玄同『関於文学革命的両封信』， 1957年12月河南人民出版社出阪，開封師範学院語文系現代文学教研室
緬『中国現代文学論文選集』 24頁。
⑥ 1959年12月商務印書館出版，北京師範学院中文系漢語教研組編著『五四以来漢語書面語言的変遷和発
展』 77頁。
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⑦ 日本での欧文翻訳事業は文化8年 (1811)浅草天文台暦局内に開設された「蕃書和解御用」の局が．
その最初であったとされているが，安政2年(1855)に独立して「洋学所」を設け，さらに翌3年(1856)
に「蕃苔取調所」と改称．その後文久2年 (1862)には「洋書調所」，翌3年 (1863)にはこれを「開成
所」と改称し，西洋文化の吸収につとめた。なお北京同文館が設立されたのは同治元年 (1862)である。
鄭羹の『談現代漢語中的ヽ日語詞粟ヽ』（『中国語文』 1958年第66期2月号95頁）によれば「権利」と
いう語槃は『荀子』『史記』『漢書』『論衡』等にみえる古典語築であるが，怯律用語 "right"の訳語と
してはじめて用いられたのは同治 3年 (1864)からである。同文館の訳書『万国公法』巻1に「人民通
行之権利」とあり，開成所が明治元年 (1868)に欧米の「権利」という概念として， これを受けいれた
としている。
また "grammar"の訳語として「文法」という古典語槃を用いた最初は， 明の天啓7年 (1627)版
『名理探』であり，同害巻1に「制言語者有二、一設語言、一設文法」とある。日本がこの影蓉を受け
なかったとはいえないであろう，と述べている。しかし増田渉教授は，この鄭羹の推論にたいし，つぎ
のような見解をもっていられる。
『名理探』から日本語としての「文法」の訳語を借用したかも知れないという説には賛成できない。
というのは，欧人宜教師らが参加してつくった中国文の書嫡は，幕府が祭止していたからである。ただ
『天学初函』に収められたものは，江戸時代に舶載されて来たものもあるが（尾張・水戸など特殊な収
蔵者あり） 『名理探』は文教書に入っていない。また日本のキリスト教関係者を全国的に調べた『日本
基督教史関係漢和書目録』（基督教史学会編）のなかにも「名理探』はない。
また1959年12月商務印書館出版『五四以来漢語書而語言的変遷和発展』 (77頁） によれば "demo-
cracy"の訳語「民主」は．王芝『海客日諏』 (1872年版4巻 2頁）に， "railway"の訳語「鉄道」は，
張癒明『航海述奇』 (1867年申報館本3巻21頁）に記載されていることを明らかにしている。
⑧ ⑥の77頁。
⑨ 厳復『天演論』 (1898年出版）例言より。なお胡適は．厳復の翻訳態度を「われわれの模範とすべき
である」として，厳復の功績をたたえ，つぎのように述べている。
厳復は『導言』 (introduction) という訳語を，最初『厄言」と訳した。夏曽佑は『懸談』と改訳，
呉汝綸はこれに賛成しなかった。最後に『導言』と改めた。……この大部は「一名之立、旬月蜘醗」の
精神によるものである。 (『50年来中国之文学』一『胡適文存2集 116頁）
⑩ 梁啓超は1898年戊戌政変後．難を逃がれるため日本軍艦「大島」に便乗して渡日，横浜にて10月『清
議報』（旬刊誌）を創刊した。
⑪ 梁啓超が主筆となって発行された半月刊誌。 1902年（光緒28年正月 1日．明治35年 2月8日）の第1
号から1907年（光緒33年10月15日，明治40年11月20日）の第96号までつづいた。内容は主として，西欧
の政治，経済．学術に関する紹介。 梁啓超の論説『新民説』（連載24回分第49号まで）は当時啓蒙の新
説として注目された。発行所は横浜市山下町152番地「新民叢報社」
⑫ 『新青年』は1915年 9月15日創刊になる月刊雑誌。 22年7月の 9巻第6号までつづいたが．ーたん停
刊， 1923年 6月『新青年季刊』と改題し,28年12月第4期まで， さらに25年4月『新青年」第1号を発
刊， 26年7月第5号まで。（以上「大安」影印本）
『新青年』掲載の文章を通覧すると， 1915年9月の創刊号から， 17年8月3巻6号までの論文記事は，
すべて文語文である。 18年4月4巻4号には李大鈍の『今』（李大皇りが，白話文体で書いたもの。これよ
り先に掲載された16年 9月2日『新青年』第2巻第1号11頁の『青春』は文語文体である），同年5月4
巻5号には，現代白話小説の嘴失といわれる魯迅の『狂人日記」が掲載されており， 白話文と文語文と
の比率が，概ね相半ぱする。 19年以後には，白話文が絶体優勢を占めている。
なお一部文芸作品では，最初から白話文体が登場していることが注目される。例えば，蔀瑛瑛の翻訳
脚本『意中人』 (OscarWildeの "AnIdeal Husbund")であり，同翻訳は， 15年10月第1巻第2号
78 
から16年2月第1巻第6号まで連載されている。
⑬ 周作人『中国新文学之源流』 (1932年北平人民書店発行）。巴人『文学論稿』によれば「新文学が生れ
るや，中国の広汎な人民大衆に奉仕する性質をもっていた。だが当時はそれが『平民文学』と呼ばれ，
その本質の意義が隠蔽されてしまった」と述べている。（同書上冊172頁）
⑭ 毛沢東著『新民主主義論』一ー『毛沢東選集』合訂1巻本， 1964年4月北京第1版， 693頁。
⑮ ⑥の8頁。
⑯ 毛沢東著『新民主主義論』一ー前掲『毛沢東選集』 693頁。
⑰ 中国共産党機関誌. 8頁建週刊誌。 1922年9月13日創刊， 27年7月18日第201号まで。
⑱ 中華ゾヴェト区で発行された「白話報」には，『闘争』『紅色中華』『紅星』など34種があったといわれ
る一ー1934年3月1日付『闘争』第66期による。
⑲ 『解放日報』一一延安時期の中共機関紙。
⑳ 「推広普通話」一1955年10月第1次全国文字改革以後，「共通語普及運動」が全国的に展開され， 56
年3月には「中央推広普通話委員会」（主任陳毅副総理兼任）が成立，以来教育部，科学院，放送局，出
版社が協力して普及運動に努めている。なお同時に「全国掃除文盲協会」（会長陳毅副総理）も成立した。
R 前掲『闘争』第66期によると， 1934年2月には『紅色中華』は創刊当時の3千部から 4万部に増加し，
『闘争』は2万7千部に，『紅星』は1万3千部に達していたといわれる。
⑲ 『五四以来漢語書面語言的変遷和発展』の『報章文字和応用文字的変遷』 21-44頁。
⑱ 『関西大学文学論集」第14巻合併号『中国農民の語槃』，『中国語学』第163号『漢語詞槃的引申』。
なお， 1938年3月27日，中華全国文芸界抗敵協会が漢口に成立したとき，その『発起旨趣』発表とと
もに二つのスローガンを掲げた。それは「文章下郷、文章入伍」というものであった。—王瑶『中国
新文学史稿』下冊 3-11頁。
⑭ チャルマーズ •A ・ジョンソンは『中国革命の源流』のなかで：「日中戦争は，伝統的な農村社会の
秩序をすっかり破壊した••••••戦争の間に農民は，たとえば漢奸，偽軍，頑軍，日寇のような言葉をはじ
めて耳にし，またこれを用い始めた。これらが農民の日常用語に入ってきたことは， これまで知識人と
都会人の間にしか行きわたっていなかったカ一つまり民族主義というものが，農村へ広がっていった
ことを意味する。」一ー田中文蔵訳同書 9-10頁（昭和42年12月弘文堂新社出版）
⑮ 毛沢東著『在延安文芸座談会上的講話』―前掲『毛沢東選集』 861頁。
⑮ 今次「文化大革命」を経て， 68年10月以降全国的に教育改革が行なわれている。農村人民公社におけ
る学校管理は，貧農・下層中農代表，教師代表，革命委員会代表，解放軍毛沢東思想宜伝隊代表によっ
て掌握され，教学内容も変革されている。例えば，いま全国の手本とされている営口の水源人民公社で
は．小中学9年一貫制度（小学5年，中学は初級2年，高級2年とする）を採用し， 9年間に『毛沢東
選集』 1巻から 4巻までを，甚本的な教材として配し，その活学活用を決定した。 (68年1月15日付『人
民日報』）
また江西省の武口茶業耕読中学の調査報告によれぱ，同中学では一般の語文教課を廃止し，政治教課
を強化して，毛主席の著作および最新指示の活学活用につとめ，課外にも全校，各年次，各クラス，各
宿舎に毛沢東思想学習班を設け，毎週1回各年次，各クラスに定期的に講習会を開いている。 (68年『紅
旗』第4期）以上のことから， 毛沢東著作は，全国小中高等学校の基本的な教科書となったことがうか
がえる。
＠ 斯大林著『馬克斯主義与語言問題』 20頁。
⑱ 『紅旗』の社論『吸収無産階級的新鮮血液』—-68年第 4 期 7 頁。
⑲ 『関西大学文学論集』第13巻第3号『新語の約定俗成』，『書報』 1966年3号および67年2号『漢語の
ニュアンス』，『NHK中国語講座J昭和43年8月号「活きていることばを』など。
⑳ 1966年4月27日から 5月21日まで，中国語研究者教育者代表団（団長藤堂明保教授）の一貝として訪
日中同文訳語交流の史的研究(1)(芝田） 79 
中。同『訪中報告害」 66年9月20日。
⑱ 『大安』 66年8月号『盤風下の北京』。
⑲ 『人民日報』『紅旗』「解放軍報』の社論『在勝利的大道上奮勇前進』一＿~ 「紅旗』 68年第4期17頁。
⑱ 『毛主席語録』中の林彪『再版前言』一ー中国人民解放軍総政治部編印1967年6月（広州）版3頁。
⑭ 『漢語併音詞粟』（増訂稿）は，中国文字改革委員会詞棠小組編になるもので， 1963年12月，北京の文
字改革出版社より出版された。ここに収められてある単ー語彙，複合語粟および成語は， 計五万九千百
余個に達し， 1958年の、初稿ヽニ万百余個に比べて大幅に増補されている。本詞典は，主として共通語
の教師，中・小学の語文教師および注音読物．共通語の読物，語文教科書の編集者や電報通信関係者，
機械翻訳研究者等にたいし，現在の単ー語彙，複合語彙．成語のローマ字による注音法を示したもので
ある。
（本稿は昭和43年度文部省科学研究補助金を交付された「日中学術用語交流の史的研究」の初歩的見解
をまとめて，報告の一部分として発表したものである。）
